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「21世紀における健康管理」を考える
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健康・スポーツ科学講義



“健康とは、肉体的、精神的、社会的(および
Spiritual?)にWell being（満足な状態、幸せ）で
あること“

WHO 1946年

2



寿命革命の20世紀
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日本の100歳以上の高齢者

2007年度厚労省調査

100歳以上の高齢者数（9月末） 3万2295人

女性の占める割合 85.7%

男性の最高齢 112歳

女性の最高齢 113歳

10万人あたりの100歳以上の人

トップの県 沖縄（57.89人）
最下位の県 埼玉県(13.05人）
ブービー賞の県 愛知県(15.78人）

1963年100歳以上の高齢者数 153人 4



人口ピラミッド統計

国立社会保障・人口問題研究所
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生命科学100年のあゆみ

細菌の発見

ウイルスの発見

遺伝子の発見

抗生物質
結核
MRSA

インフルエンザ
エイズ
癌ウイルス

テーラーメード医療
遺伝子治療
再生医療
生殖医療
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平成19年日本医学会総会岸本忠三先生講演より



知識と智恵の解離

知識は積み重なる

智恵は一代限り

“予想もしないことが、現実になった時どうするか”

平成19年日本医学会総会岸本忠三先生講演より
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医療の進歩にともなう倫理的問題

 人工授精と体外受精（試験管ベービー）：年間出生数の1%以上（年
間1万人以上）が体外受精

 人工授精には、非配偶者間体外受精といわれ、他人の精子を使う
ケースがある。その場合、子供が「自らの出自を知る権利」から、精子
提供者の個人情報を知りたいとした場合どうするか。

 ホスト（宿主）マザーとサロゲート（代理）マザー

現行の法律では、代理出産の場合、卵子と精子が夫婦のもので
あっても、卵子を提供した母親の子供とは認められない。

（貧しいものが代理母になるといった問題の可能性？）

（「日本の論点」編集部編 『10年後の日本』 文春新書、2005） 8



21世紀医学

高齢化

生活習慣病

•メタボリック症候群
•糖尿病

生活習慣

不動・喫煙・飲酒

•心筋梗塞
•癌
•認知症

感染症の脅威

医学の進歩

臓器移植・再生医療
医療倫理

運動
栄養
薬

ワクチン

心肺蘇生術

医療資源の不足

社会の変化

予防の有効性は？
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“習慣が人間をつくる、病気をつくる”

ウイリアム・オスラー
Osler.W.1849-1919
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1940s
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(http://listverse.com/2009/06/27/top-10-unbelievable-vintage-cigarette-posters/)



世界には67億人がいますが、

世界がもし100人の村であったら
子ども編

ドネラ・メドウズは言いました。貧しい人びとがしあわせになるた
めには 金持ちになる必要はない、５つのことが満たされれば
いい、と。

1つめは、きれいな空気と土と水

２つめは、災害や戦争のためにふるさとを離れなくてすむこと

３つめは、予防をふくむ基礎的な医療をうけられること

４つめは、基礎的な教育をうけられること

そして５つめは、伝統文化に誇りをもち、それらを楽しむことがで
きること。

12（池田香代子+マガジンハウス編 『世界がもし100人の村だったら』子供編、マガジンハウス、2006) 



To cure sometimes
時には治すことができる
To relieve often
よくすることは、しばしばできる
To give comfort always
心を支えることはいつでもできる

アンブロワーズ・バレ
16世紀近代外科学
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Now that we’ve added years to people’s lives, 
it is also our responsibility to 

add life to their years.

ラスク博士
リハビリテーション医学

寿命は延長した。次は、その年齢に生命を与えることが重要。
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Think global and act local.

地球全体のことを考えて、身近なところでなにかしよう
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